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処理スラグは 0～ 5 mmの細骨材と，5～ 25 mmの粗骨材
に分けて使用することで，細骨材率制御によって流動性の
操作を可能とし，フライアッシュの使用と合わせて細骨材
率 60％で流動性が良くなることを見出した。練り上がり直
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せて人工石材の特性を示す。人工石材の強度は準硬石相当
であること，吸水率，密度（105℃乾燥状態）は，準硬石と
同等であることが分かる。鉄鋼スラグ水和固化体は，天然
骨材よりも高密度である製鋼スラグを材料とすることから
（表乾密度は，製鋼スラグ 2.8～ 3.6 g/cm3，天然骨材 2.7～

2.8 g/cm3），密度で約 2.5 g/cm3と普通コンクリートの
2.3 g/cm3に比べて大きく，海洋環境において波浪安定性
に優れることが期待される。
嵩密度や内部摩擦角は，石材の粒度分布によるので単純

な比較はできないが，人工石材は準硬石相当の天然石材と
同等以上の特性を有することを確認している 6）。

4. 試験施工

JFEスチール西日本倉敷地区で試験製造した大型被覆石，
および JFEスチール東日本千葉地区で同様のプロセスで製
造した藻礁の試験施工について述べる。

4.1 護岸補修工事

工事は，岡山県の許可を得て，台風で損壊した護岸の被
覆石による補修の一部に試験的に採用されたものである。
試験適用にあたっては，人工石材の密度が 2.5 g/cm3と，
硬石と同等であることから，被覆石としての性能（重量）
が期待されたものである。
大きさが約 800 mm角，重量が 1.2 t/個の被覆石と，中
詰め用の 20～50 kg/個サイズ，合わせて 124 m3の工事量
であった。施工範囲は，干満帯から飛沫帯（天端部）にか

けての約 5 m，長手方向は，約 5～ 10 mであった。着工は
2007年 2月 16日，工期は約 2週間であった。施工状況を
写真 3に示す。施工にあたっては，厚さが均一で効率が良
いとの評価を得ることができた。飛沫帯はコンクリート（水
和固化体）にとって厳しい環境である。
施工後の定期的な目視観察において，10ヶ月経過後もひ

び割れや磨り減りなどの異常は見られず，製鋼スラグに含
まれる地金の発錆は観察されたものの施工直後の良好な表
面状態が維持されている。また干満帯においては，周囲の
天然石と比較してアオサの付着量が多いことが分かった。

4.2 漁港沖藻礁敷設
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ク TM」を試作し，試用に供した結果，以下のことが分かっ
た。
（1） 舗装コンクリート並みの低スランプでも打ち込み可能，

かつ良好な固化体性状が得られる施工方法を見出し
た。

（2） 天然石（準硬石）と同等以上の特性を有することを確




